
相模原市
自殺対策言静絵ょり 思春期のこころ ―リスリットは心の叫び―

依存性薬物問題に詳しい松本俊彦医師のお話
を聞いた(2013日3.1於 :本目模原市ク

゛
リーンホール)。 松

本医師は、国立精神・神経医療研究センター 精
神科医師で、自殺予防総合対策センターの副セ
ンター長もしている。講演のポイントを紹介する。
リストカット(自傷)で死ぬことは滅多にできない。

そのため、「気を惹くために切っている」と思われ
がちだが、独りばっちで誰にも相談せず、助けを
求めず、怒りや絶望感から行う孤独な不快感情
への対処スキルだ。死ぬためではなく、生き延び
るために切っているのだ。12、 3歳で始める子が

多い。自傷には鎮痛効果がある。心の痛みが身
体の痛みに変わり、脳内麻薬分泌により無感覚
や麻痺によって幸い今を乗り越えられる。
しかし鎮痛効果には耐性と依存性があり、エス

カレートする。週に一度が毎日に、前より些細な
ことで実イテするなど、生きるための行為が、将来
の自殺リスクとなる。 思春期の1割 (女子 11%
男子 7.5%)は自傷したことがある、その中で 10

回以上
|ま6割。学校の養護の先生の9割以上が、

自傷した子に接している。

では、大人たちはどうするべきか。「傷つけちゃ
ダメ」や「命を大事に」などの決めつけや指示は

絶対してはいけない。良いか悪いかではなく、
「大変だったね」「切りたくなったら来てね」と共感
的に接し、自傷がエスカレートすることへの懸念

を伝えること8また、「正直に言ってくれてありが
とう」と受け止めること。

イ可がつらかったのか、行動の背景にある問題
の解決を援助してほしい。自殺傾向のある子ども

の背景に、自殺1頃向のある大人がいる。家族全
体の支援が大切。援助者も、孤立しないよう「チ
ーム」やスーパーバィザーを工夫しよう。
最大の自傷行為は、誰にも相談しないことだ。

若者は友人に自傷を告白する。自傷は伝染する。
いかに若者口子どもから、信頼できる大人へとつ

ないでいくか。あなたは信頼できる大人ですか ?
*     *     *

「心の痛み」を生き延びるための「鎮痛剤」はリ
ストカットだけでなく、食べ吐き、アルコール、薬
物など「故意に自分の健康を害する」こと、すな
わち、アディクションである。松本医師のお話は、
若者だけの問題ではなく、心の痛みに向き合う矯
風会員ロキリスト教関係者にもぜひ聴いていただ
きたいと願う。 (酒・たばこの害防止部Fl長)

せ (ア′レう)で3人の命が失われた !

イッキ飲み防 I卜連絡協議会が、毎年新入生歓迎コン

パの時期にキャンヘLンを始めてもう20年たつのに、どう
して飲み会の現場には、大切なことが伝わらないのだ

ろうか?21回 目の今年は、卒業式に間に合うよう開始

時期を早めて、東京の桜の開花前にチラシロポスター

ができあがった。キャッチコピーは〈飲ませたほうは、

みんな言います。まさか死ぬとは思わなかった。〉

矯風会鎌倉グループでは、市内中学校卒業生全員
に、矯風会のイラストリーフ

"卜

といっしょに配った。
*残念ながら、■rンくう 勤 局にはチラシの在薄岬:し。

キ飲ま



ビッグイシュー売 り子 男性との会話

新宮三紀
3月 9日 の明治公園、脱原発集会で「ビッグイ

シュニ」(ホームレスの仕事をつくり自立を応援する雑
誌)の販売員さんに出会いました。もう青年とは言
えない、中年男性です。お、さすがここまで来て

売ってる !と思い 2冊購入。「どう、売れてる?」

と聞いたら、にこにこしながら「まあまあ。」との答
え。「もうアパートとかに住んでるの?」と聞いた

ら「いや、まだドヤです。」との返事。
ビッグイシューの販売員さんは、アパートに住

めるまでが結構早いと聞いていたのだけど、もし

かしたら…「依存症とかあるの?」と聞いたら、に

やつと笑つてパチンコの手つきを。あ、やっばり

ね―。なにか対処しているのかを聞いたら「池袋
にある病院とか紹介されてる。そこでは薬を飲ま

されて、それからミーティングに出るらしいです」。

酒防部で研修した池袋のクリニックを思い出しな
がら「病院もいいけど、やっばり同じ仲間と出会う
ミーティングがいいよ。同じ仲間の話を聞くうちに

自分の依存症という病気を受け入れるようになる
し、こつちの方が回復が早いよ。そうやってギャ
ンブル依存症から回復して施設長になった女性

を知ってるよ。」と私が言つたら、「やうばリミーテ

ィングの方が良いですか。でもパチンコはギャン

ブルじゃないし」。そこではつきりと「いや、パチン
コはギャンブルなんだよ。」と伝えました。そうか

な一?と言いたげな彼の腕を軽くたたいて「ミー

ティングを紹介してもらってね。きつとなんとかな

る、大丈夫 !」 と言つて別れたけど、笑顔の彼は

その後どうしたかな一?ちょっと,い配。

思いがけないところで、アディクション問題の

情報提供ができました。(酒際 FF]員 散 リレープ)

～口～口～ 禁煙活動いろいろ ～口～口
～

たばこに害は無いど言われたら0…   川谷淑子

○矯風会の禁煙推進事業の一つに、近隣の施設への

講師派遣があります。年に数回行く女性施設では、利

用者の喫煙率が非常に高いのですが、「禁煙」という

言葉は嫌われます。ドラッグの話なら、5,6名が参加。

薬物依存症のビデオに夜回り先生が登場すると、「知

つてるよ」という声も出ます。ちょい古いので、ダルクメ

ンバーがミーティング中にスパスパしている映像があ

り、やばい !「実はたばこも薬物で、なかなか禁煙で

きない人はニコチン依存症かもね。」と言つて、禁煙の

話に切り替えます。赤ちゃんと一緒のときは禁煙席に

座つてね、と話しても「たばこには害は無い。私も中学

から吸つてたし。この子が吸つても別にいい」と言われ

てがつかり!「身体に悪いことは知ってる、でもやめな

いけど」と言う人がいると、何だかほっとします。

アJレコール問題で学んだ動機づけ面接法を、禁煙にも

応用できないか、研究してみます。

02013年の WHO世界禁煙デー(5月 31日 )のテーマ

は「タバコの宣伝、販売促進活動、スポンサー活動を

禁止しよう」(訳 :日 本禁煙学会)。 この日の前後に、厚

労省や NGOが各地でシンポジウムを行います。

○新宿区路上喫煙対策協力員として、平岩・り|1谷の 2

名が新宿区から委嘱されて活動しています。毎週木曜

日のポイ捨て拾いのとき、吸つている人を追いかけて

くやさしく〉声をかけています。(酒防部門幹事)

ピアサポ祭リ  シンポジウムの質疑応答より

2月 17日 (日 )、 NABA主催、ピアサポ祭りのシンポジ

ウムにイ青ちてきた。上岡陽江、湯浅誠、辛淑玉(シンスゴ)、

信田さよ子という豪華メンバー。質疑応答で、「セクシャ

ルマイノリティのミーティング活動中。もっと拡げたいの

でミーティングをオープンにしたいが・:0」 と大学生が発言

した。辛淑玉は「当事着だけの標クロース
゛
卜
゛
ミーシングを手放

してはダメ。外部の説得しなきゃならない相手に、無駄な

時間を使うな」。湯浅誠は「居場所は質より量。…僕は分

かり合えない相手を、説得することもあきらめてはいな

い」。と対照的。どちらも一理あり、それぞれの日頃の活

動から出た答だと思い、興味深かつた。 (り ‖谷淑子)
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